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地方独立行政法人山梨県立病院機構 第３回理事会 議事録 

 

１ 日 時 令和２年１２月１５日（火）午後３時５５分～午後４時５５分 

２ 場 所 県立中央病院 ２階 看護研修室 

３ 出席者 理事長 小俣政男 

理 事 平賀幸弘、宮田量治、内藤正浩 

監 事 柴山聡、山本薫 

（欠席者 なし） 

（出席者 理事長・理事 計４名。今理事会は定足数を満たし成立した。） 

４ 会議次第 

（１） 理事長あいさつ 

（２） 報 告 

 

報 告） 

 

令和２年度計画の上半期業務実施状況について 

 

○議 長 

      令和２年度計画の上半期業務実施状況について説明願います。 

 

○事務局 

  令和２年度計画の上半期の業務実施状況について、資料１－１、資料１－２、

資料１－３により説明を行った。 

 

中央病院及び北病院の稼働状況について 

 

○議 長 

      各病院の稼働状況について説明願います。 

○平賀理事 

―資料２中央病院稼働額等の説明― 

入院・外来稼働額、入院患者数、外来患者数は、新型コロナウイルス感染

症の影響により、５月はかなり減少したが、現在は持ち直してきている。 

平均在院日数は、今年度は１２．３日であり、９月には１１．７日と目標

としている１２日を初めて切った。 

１日あたりの平均単価は、入院・外来ともの右肩上がりとなっている。 

○宮田理事 

―資料２北病院稼働額等の説明― 

入院・外来稼働額は、上半期は前年度が少なかったことから増加している。

個々にみてみると、入院収益稼働額の月平均では、過去１０年で最高である

一方、外来収益稼働額は過去１０年で最低である。 



２ 

平均在院日数は、６４．６日で昨年度に引き続き７０日を切っている。自

治体の精神科病院としては６０日台であれば優秀といわれている。 

新規入院患者数は、高水準で推移しており、１日あたりの平均単価は、入

院が若干右肩上がり、外来はほぼ横ばいという状況である。 

 

その他） 

 

○司 会 

最後に、次回理事会の日程について、お諮りしたい。 

令和３年３月２３日火曜日の１６時からリモート形式による開催というこ

とでよろしいか。 

以上で令和２年度第３回理事会を終了とする。 

 


